
地域連携推進会議 議事録 
項 目 内 容 

1. 開催日時 令和７年７月５日（土） 11 時 00 分 ～ 12 時 05 分 

2. 開催場所 馬渡本部 ２F 中会議室 

3. 出席者 （敬称略・順不同） 

・地域の関係者 小林様（柳沢美多田自治会長） 

・地域の関係者 根本正男様（精神保健ボランティアサークルそれいゆ・はまぎ

くの会第三者委員） 

・利用者家族 根本政子様 （ネモフィラ結の会） 

・福祉に知見のある人 内田様（ひたちなか市社会福祉協議会）  

・利用者 S 様 

・職員：有阪・立原・松本・鈴木卓（はまぎくの会） 

 

4.タイム 

スケジュール 

 議題 

・理事長挨拶 

・参加者自己紹介 

・会議の趣旨説明 

・グループホームはまぎくの概要説明 

・議題 

① 利用者の日常生活について 

② 支援者の様子について 

③ 地域事業のご案内 

④ 次回の見学会開催日時について 

⑤ その他 

5. 議事要旨 ① 利用者の日常生活について 

S 委員 入居者同士の挨拶が不足している。施設側から入居時に挨拶を促すなど

の教育をしてもらえないか。 
コミュニケーションの基本として習慣化できるよう働きかけてほしい。 

根本正男委員 コミュニティ形成の第一歩として挨拶は非常に重要である。 
職員   挨拶について利用者様に促していく。 
S 委員  利用者が月 1 回実施している近隣道路清掃活動について説明。 
小林委員 自治会でも年 2 回（6 月、11 月）清掃活動を行っている。市の廃棄物

対策課が昔とは違い大きなゴミは回収できず、不法投棄として処理し

ている。年々参加者は減少してきている。グループホームからの参加

については利用者さんが参加するのは、すぐには難しいと思う。 
スタッフ まずは、スタッフのみでも参加できればありがたい。11 月の清掃活動

の日程がわかったら教えていただくのは可能か。 
小林委員 日程を後日連絡する。また、グループホーム近くの坂道は見通しが悪

く危険なため、利用者が通行する際は十分注意するよう伝えてほし

い。自治会としても、再三道路の拡張工事について市に要望をだして

いる。 
スタッフ 利用者に再度、通行する際の注意喚起を促していく。 
根本政子委員 はまぎくの会のグループホーム立ち上げのときから関わってい

る。地域の皆様にはご理解いただいて大変感謝している。これからも

ご協力願いたい。 



S 委員 健康維持のため、共有スペースにランニングマシンを設置してほしい。 
スタッフ 今後、検討していく。 
②支援者の様子について 
スタッフ 1 日 2〜3 回の見回りや夜間当直体制について説明。希望者に対し、

個々の状況に合わせて金銭管理支援を行っていること、社会福祉協議

会の日常生活援助サービスも活用している方もいる。 利用者の高齢化

が進んでいる現状に対し、必要に応じて介護保険サービスの利用支援

や、近隣の介護・リハビリ施設との連携を行っている。 
内田委員 具体的に金銭管理はどこまで支援しているのか。 
スタッフ 個々に応じた支援をしていて、毎日お小遣いを渡す人や 1 週間に 1 回

など様々。 
小林委員 職員の方はどんな資格をもっているのか。また、夜はスタッフは何人

で支援しているのか。 
スタッフ 資格の種類について説明。また、職員の研修体制についても充実して

いて資格取得支援や月 1 回の内部研修、外部研修への参加推奨など、

職員の専門性向上に法人として力を入れていることについても説明。

夜間は当直者１名が対応していると説明。 
③、④今後の予定（地域の行事・見学会） 
スタッフ 10 月 18 日秋祭り開催予定と案内。     

また、本会議とセットで実施が義務付けられている施設見学会につい

て、9 月 7 日(土)と 21 日(土)を候補日であると伝える。 
小林委員 7 日は選挙や敬老会と重なり参加が難しく、21 日であれば参加可能。 
スタッフ 施設見学会は、9 月 7 日と 9 月 21 日(土)の分散開催を軸に最終調整を進

めていく。 関係者の予定を再確認し、見学会の正式な案内を 1 ヶ月前を

目処に送付予定。 
 

 


